
「アジア健康構想に向けた基本方針」改定案（概要）

◆これまで軸足を置いていたアジアの高齢化社会に必要な介護産業の振興、人材の育成等に加え、アジア諸国の互恵的な協力による、医療・介護を
中心とした疾病の予防、健康な食事等のヘルスケアサービス、健康な生活のための街づくり等、裾野の広い「富士山型のヘルスケア」の実現を目指す。

改定のポイント

日本 アジア人材還流

１ 医療・介護

２ ヘルスケア
サービス

（予防・健康維持 等）

３ 健康な生活・街づくり・経済基盤
人材育成

低侵襲治療 個別化医療 検査・診断

フィットネス事業 食 育 配食サービス

公衆衛生

健康診断

医薬品 自立支援リハビリ
テーション etc

etc

etc

ヘルスケアに必要な基盤の構築具体的事業によるサービス提供
物流基盤

２℃

８℃

保冷輸送

滅菌

医薬品の自給

etc

ＩＣＴ基盤

医療データ
の扱いに関
するルール

院内システム
等

（開発・製造・安全規制等）

※ヘルスケアサービス：日本国内では
主に保険外として提供される予防・健康
維持等に関連するサービス

ウォーキング住宅 都市計画・街づくり etc

経緯・背景

◆平成28年７月、健康・医療戦略推進本部において「アジア健康構想に向けた基本方針（以下 基本方針）」を決定、５年後に見直しとされた。

◆平成29年２月、民間及び官民連携のプラットフォームの役割を担う国際・アジア健康構想協議会が発足。日本の介護事業の海外展開やアジアの
介護人材の育成等の取組みを開始。平成30年７月現在、約４００の事業者、団体が参加。

◆アジア健康構想の進捗に従い、新しいテーマや課題も顕在化したため、５年を待たず、基本方針を改定。

アジアにおいて急速に進む高齢化に対応した健康長寿社会の実現を持続的な経済成長とともに可能とする。

アジアでの富士山型のヘルスケアのイメージ

基本方針のポイント
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◆実現に向け、具体的な事業によるサービス提供、ヘルスケアに必要な基盤の構築、人材還流 の３つの戦略アプローチ、及び推進体制の充実を図る。

資料１
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実現に向けた戦略アプローチ アジア健康構想に向けた基本方針の改定のポイント

具体的事業によるサービス提供
医療・介護の海外拠点構築の支援を継続。
これらの拠点が、予防、リハビリ、健康的な食事等、裾野の広
いヘルスケアサービス等の提供を担うことを支援。

アジア市場に適した医療機器、健康関連機器の国際展開。
幅広い食関連産業を含め、健康な食事のアジアでの普及。健
康経営のアジア展開等。

メコン地域における日本式医療ネットワーク
サンライズジャパンホスピタル等
【北原国際病院グループ】
・ カンボジア・ベトナム・ラオスに医療拠点
を設置。
・ 複数国への面的展開で医療資源の分散
配置を可能とし、経営・サービスを安定化。

・ 低炭水化物食（中国料理）の提供・配食サービスや健康食材・食
品、ヘルスケア商品の販売等、医療とヘルスケア産業とを一体的
に展開。

100gあたり糖質4g以下の魚の煮付透析ベッド 浄水設備 リハビリ設備

北京漢琨（ハンクン）病院 【日本トリム等】
・ 糖尿病・透析・リハビリを中心とした慢性疾患治療の病院。

日本 アジア人材還流

３ 健康な生活・街づくり・
経済基盤・人材育成

１ 医療・介護

２ ヘルスケア
サービス

物流基盤医薬品の自給

ＩＣＴ基盤

ヘルスケアに必要な基盤構築
３－（１） 健康な生活・経済基盤・街づくり・人材育成
◆アジアが、医薬品の研究開発、製造、流通、安全規制、適正使用等に取組み、医
薬品等の自律的な自給自足を目指すための取組を支援。

◆アジアの医療の高度化に不可欠なヘルスケアに係る効率的な物流や国際水準の
正確な検体検査を行うための基盤整備等を支援。
◆自立支援に資する介護や未病対策等、多様な健康へのアプローチに係る
科学的根拠や安全性の確保とレギュラトリーサイエンスの確立に取組む。

次世代一元管理型
ヘルスケア物流基盤のイメージ

・複数の病院の在庫の一元管理（流通医薬品数の増加）

・医療機器の滅菌処理（医療機器の共同運用が可能）

・低温保管・輸送（バイオ医薬品取扱の可能性）

一元管理型ヘルスケア物流センターによる可能性

自立支援に資する介護の４つの要素に
関するエビデンス取得のイメージ

心身機能の維持・回復のために
共通に有すると考えられる４つの要素

③口腔・嚥下機能／排泄機能の維持

①栄養・水分確保

②本人の可能な範囲での活動量の確保

④認知機能の低下に対する把握と適切な対応

人材還流
３－（２） 健康な生活・経済基盤・街づくり・人材育成
アジアにおいて医療・介護の中核的な役割を担うことが期待される人材の日本の医
学部等への留学や医師等のヘルスケア人材の交流、研修等をERIA（東アジア・アセ
アン経済研究センター）との連携により実施。

介護分野の技能実習生の人材還流を促すモデルルートの構築や地域の受入れ環
境等を整備。

ベトナム（ハノイ）
国立ベトドク病院に
リハビリテーション
センター等開設予定

実現イメージ
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現状

カンボジア 2016年9月
サンライズジャパン
ホスピタル開設

ラオス
国立ミタパブ病院内に
脳卒中センター開設
予定

１ 医療・介護

２ ヘルスケアサービス
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今後の推進体制等 アジア健康構想に向けた基本方針の改定のポイント

各国政府

民 間 政 府

国際・アジア健康構想協議会

医療機器の国際展開

医薬品の国際展開

（一社）メディカルエクセレンスジャパン（MEJ）等

連携

Ⅰ．推進体制の充実・強化
ⅰ．医薬品の国際展開に関する民間推進体制の充実
◆医薬品に係るアジア等への展開支援を日本の官民、医療界が連携して行うため、新たな組織・体制を整備。

ⅱ．政府における関係各所との連携強化
◆医療国際展開タスクフォースを充実・強化し、アジア各国と日本の間で「アジア健康構想に係る政府間覚書」の作成等、重点的な課題に
機動的に取り組む。

◆ERIA（東アジア・アセアン経済研究センター）との連携を強化。
◆関係府省、在外公館等にアジア健康構想担当者を配置。

Ⅲ．多様なアプローチの確立
◆日本の医療の高度化や持続可能性の向上を目指し、医療渡航者の受入、外国人観光客への対応、医療拠点の国際展開について、
一体的に取り組む。特に、外国人観光客への対応については、「訪日外国人に対する適切な医療等の確保に関するワーキンググループ」を
医療国際展開タスクフォースの下に設置。

◆今後、人口が増加するとともに、アジアとの関係がより強化されることが期待されるアフリカに関し、アフリカに適した持続可能なヘルスケア
の構築に係る提案（「アフリカ健康構想（仮）」）について検討。

Ⅱ．アジア諸国とのアジア健康構想に係る政府間覚書の作成等
◆アジア各国と日本の間で「アジア健康構想に係る政府間覚書」を作成し、事業ベースでの一層の協力に向けた環境を整備。
◆ 「アジア健康構想に係る政府間覚書」の下で、アジア諸国関係機関等と日本の自治体等が覚書を作成することを支援。

【推進体制等のイメージ】

医療界

連携

日本 アジア諸国

ERIA
（東アジア・アセアン
経済研究センター）

高齢化への対応等

医薬品に係る官民と医療界の連携のための
新たな組織・体制の構築 3

医療の国際展開 アジア健康構想に
係る政府間覚書

健康・医療戦略推進本部
本部長：内閣総理大臣

健康・医療戦略推進会議

医療国際展開タスクフォース
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◆ 海外における日本の国際的な医療拠点を中心に、周辺産業を含めた日本の医療の海外展開を促進。
◆ 平成３０年５月時点でアジアを中心に２７ヶ所が開業（４ヶ所の開業予定を含む）。

※アゼルバイジャンにおける後発医薬品工場建設は現在保留中であり、一般用医薬品（OTC薬）の流通拠点設立等も検討中。

北斗画像診断センター

（ロシア）平成２５年５月開設
医療法人北斗

カイコウカイクリニックスナヤン

（インドネシア）平成２６年７月開設
医療法人偕行会

消化器内視鏡トレーニングセンター

（ベトナム／ハノイ）平成２６年７月開設／名古屋大、富士フィルム

日本式大腸がん検診システム
トレーニングセンター

（ブラジル）平成２７年１月開設
東京医科歯科大、富士フィルム

乳がん検診センター

（ミャンマー）平成２７年２月開設
メディヴァ、富士フィルム他

普華相澤リハビリテーションセンター

（中国）平成２７年３月開設
慈泉会（相澤病院）

●：平成３０年５月時点で開業済み （２３ヶ所 ）、 ●：平成３０年以降の開業予定（４ヶ所）、 ○：実行可能性調査中（２ヶ所）

循環器病画像診断センター

(ロシア）平成27年9月開設、
MEJ、東芝メディカルシステムズ

乳がん検診センター

（カタール）平成２８年２月開設
富士フィルム

オリンパスメコン外科トレーニングセンター

（タイ）平成２８年７月開業
オリンパス

（中国）平成３０年５月開設
日本トリム

SAKRA WORLD HOSPITAL

（インド）平成２６年3月開設
セコム医療、豊田通商

一元管理型ヘルスケア物流センター（仮称）

実行可能性調査中
鴻池運輸他

リハビリテーションセンター北斗

（ロシア）平成３０年５月開設
医療法人北斗、日揮

人間ドックセンター
（ベトナム）

国際医療福祉大、東芝メディカルシステムズ

歯科臨床技術研修センター

（インドネシア）平成２８年９月開設
モリタ、医療法人社団ベル歯科

内視鏡トレーニングセンター

（インドネシア）平成２６年９月開設
日本消化器内視鏡学会、オリンパス

日本式健診・検査センター

（カンボジア）
結核予防会

国際先進消化器内視鏡センター

（フィリピン）平成２７年１０月開設

消化器健康医療研究機構（神戸大学）

アジアリハビリテーションセンター（仮称）

（ベトナム）
北原国際病院グループ

乳がん検診トレーニングセンター

（ロシア）平成２８年１０月開設、
富士フイルム

消化器内視鏡トレーニングセンター

（ベトナム／フエ）平成２５年９月開設／名古屋大、富士フィルム

CDDSテクニカルセンター
（中国）平成２９年２月開設、

ジェイ・エム・エス

大雄会レオクリニック

（ミャンマー）平成２７年２月開設
大雄会

サンライズジャパンホスピタル

（カンボジア）平成２８年９月開設
日揮、産業革新機構、北原国際病院グループ

メディパス中央病院

（モンゴル）平成２８年２月開設

メディヴァ

透析センター・CTセンター
（ミャンマー）、平成２６年８月・平成２７年９月開設
グリーンホスピタルサプライ

【参考】日本の国際的な医療拠点

北京漢琨（ハンクン）病院

○

遠隔医療センター（仮称）
（ベトナム）、実行可能性調査中

脳卒中センター（仮称）

（ラオス）
北原国際病院グループ

脳神経外科トレーニングセンター
（ミャンマー）、平成２７年９月開設
国際医療連携機構、藤田保健衛生大学他
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アジア健康構想の下，
医療協力や高度医療
人材育成にも協力する。

日・ベトナム首脳会談

総理発言

議長声明

APEC首脳会議

デジタル貿易、UHCと
高齢化社会への対応を
実現する「アジア健康

構想」、持続可能な農業
の促進、エネルギー協
力等の面で積極的に貢

献する。

日ＡＳＥＡＮ首脳会議

「アジア健康構想」を通じ
て，日本は，単なる
長寿社会ではなく，
「健康で」長生きできる
社会をアジアで実現
していきたい。

総理発言

日本・メコン地域諸国
首脳会議

日本は，自身の経験も
活かし，地域包括ケア

システムと自立支援型介護
の推進のため，「アジア健康

構想」を立ち上げた。

ERIAが幅広い分野に
おいて，より政策ニーズを
反映した提言をすること
への期待を表明した。

ASEAN＋３首脳会議

日本によって提起され
たアジア健康構想につ
いて、ＥＲＩＡと協力しつ
つ、さらなる議論が行
われることを期待する。

総理発言

ASEAN＋３首脳会議

今後各国で深刻化する
高齢化社会に向け，日本
は，本年，アジア全体の
高齢者の生活向上を図る
「アジア健康構想」を提案。

総理発言総理発言

総理発言

議長声明

EAS（東アジアサミット）

地域の保健サービス
強化の取組といった
ＥＲＩＡの新たな分野に
おける活動を歓迎する。

議長声明

日ＡＳＥＡＮ首脳会議

ＡＳＥＡＮ諸国を含む
アジア諸国において
健康長寿社会を創出
する助けとなる、日本に
よって提起されたアジア
健康構想を歓迎し、さら
に議論するよう示唆する。

EAS（東アジアサミット）

日本・メコン地域諸国
首脳会議

メコン諸国の首脳はまた，
相互主義的及び相互互恵的
アプローチを通じて，人材育成，
必要な保健制度の推進及び
医薬品アクセスの向上等を含む，
地域包括ケアシステム及び自立
支援型介護の促進を目的とした，
日本の「アジア健康構想」に

ついて，関心を持って留意した。

共同声明

12月14日（木）

UHCフォーラム２０１７

我が国は昨年、アジア
健康構想に向けた基本
方針を策定した。国民
皆保険制度や介護保
険制度などで培った,高
齢化社会におけるＵＨ
Ｃの経験をアジア諸国
に共有していきたい。

総理発言

【参考】 国際会議におけるアジア健康構想の発信について


